


























 

試 験 成 績 表                  

 

                                                               令和 ６年 １月 １５日 

   
    中 部 舗 装 (株)  御中 
                                                          
 
 

混合物名  再生アスファルト（新旧比 70:30）   
 

                          

          試 験 項 目 規 格 値 試 験 値 試 験 方 法 

針  入  度(25℃)   1/10mm 60～80 67 
 

 

 

舗装調査・試験法便覧 

に準拠 

軟  化  点               ℃ 44.0～52.0 49.0 

伸          度(15℃)         cm   100以上  100+ 

トルエン可溶分        ％ 99.0以上       99.65 

引    火    点(C.O.C)       ℃  260以上  330 

薄膜加熱質量変化率            ％  0.6以下  0.05 

薄膜加熱針入度残留率          ％   55以上  80.6 

蒸発後の針入度比       ％  110以下  97.0 

密     度(15℃)      g/cm3 1.000以上       1.035 

動 

粘 

度 

  120℃              mm2/S 報 告 1,138 

  150℃              mm2/S 報 告   249 

  180℃              mm2/S 報 告    82 

混合温度           ℃ 報 告 154 ～ 161   

締固め温度          ℃ 報 告 143 ～ 148   

 

 備 考 

 

 新アスファルト：JXエネルギー(株) ストレートアスファルト80-100 

 旧アスファルト：中部舗装(株) リサイクルセンター 

 

 



令和

　再生アスファルト（新旧比70：30） 粘度・温度曲線図

上記粘度・ 温度線図より

℃  （ 85±10 S. F. S相当温度）

℃（ 140±15  S. F. S相当温度）

をお薦めし ます。

ニチレキ 株式会社
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試 験 成 績 表                  

 

                                                               令和 ６年 １月 １５日 

   
    中 部 舗 装 (株)  御中 
                                                                     

 
 

混合物名  再生改質アスファルトⅠ型        
 

                          

          試 験 項 目 標準的性状 試 験 値 

針  入  度(25℃)       1/10mm 40以上 49 

軟  化  点                   ℃ 50.0以上 54.0 

伸          度(7℃)              cm   30以上 36 

引    火    点               ℃  260以上 326 

薄膜加熱質量変化率               ％  0.6以下 +0.03 

薄膜加熱針入度残留率             ％   65以上 83.7 

タ フ ネ ス（25℃）      N・m 5.0以上 13.1 

テ ナ シ テ ィ（25℃）      N・m 2.5以上 6.7 

密     度 (15℃)        g/cm3    報 告 1.032 

 

 備 考 

 

・舗装設計施工指針（平成18年度版）の「ポリマー改質アスファルトⅠ型の標準的性状」に適合する 

 

・試験方法：舗装試験法便覧に準ずる 

 

・配合設計温度条件                 ・混合物製造及び施工温度条件 

 

最適混合温度範囲  :170±3℃            混 合 温 度 :160～175℃ 

最適締固め温度範囲:155±3℃            敷均し温度 :150～165℃ 

                           初転圧温度 :130～155℃ 

                           二次転圧温度:100～130℃ 

 

                     注）この値は目安値ですので、実際の温度条件は 

                       施工時期、気象条件、運搬時間等を考慮して 

                       決定してください。 

 

 



                             試 験 成 績 表 
 
                                                               令和 ６年 １月 １５日 
 
 

  中 部 舗 装 (株)  御中 
                                                                     

 
 

混合物名  再生改質アスファルトⅡ型        
 

                          
 

           試 験 項 目        標準的性状         試 験 値 

 針 入 度 (25℃)    1/10mm           40以上              51 

  軟 化 点                  ℃        56.0以上            64.5 

 伸 度 (15℃)          cm           30以上              67 

引    火    点                 ℃          260以上             330 

 薄膜加熱質量変化率            ％          0.6以下           +0.03 

 薄膜加熱後の針入度残留率        ％           65以上            82.4 

 タ フ ネ ス (25℃)          N･m          8.0以上            16.3 

 

 
 テ ナ シ テ ィ  (25℃)          N･m          4.0以上            11.9 

 密 度 (15℃)      g/cm3          報 告           1.031 

 備  考 
 
 ・舗装設計施工指針（平成18年版）の「ポリマー改質アスファルトⅡ型の標準的性状」に適合する 
 
 ・試験方法：舗装試験法便覧に準ずる 
 
 ・ 配合設計温度条件                           ・混合物製造および施工温度条件 
     最適混合温度範囲：178± 3℃                  混 合 温 度 ：165～185℃ 
     最適締固め温度範囲：163± 3℃                  敷均し温度 ：160～175℃ 
                                                    初転圧温度 ：150～165℃ 
                                                  ２次転圧温度：110～140℃ 

 
注）この値は目安値ですので、実際の温度条件は 

                       施工時期、気象条件、運搬時間等を考慮して 

                       決定してください。 
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